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「
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
形
成
す

る
た
め
に
は
、
国
の
政
治
・
行
政
の
シ

ス
テ
ム
を
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
だ
。
と
同
時
に
、
そ
の
国
で
生
活
す

る
人
々
が
、
自
ら
新
た
な
社
会
づ
く
り

に
参
画
す
る
〝
参
加
型
民
主
主
義
〞
の

実
現
が
必
要
と
な
る
」
│
│
。

そ
ん
な
言
葉
を
聞
く
ま
で
も
な
く
、

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
確
か
に

ぶ
つ
か
る
こ
う
し
た
問
題
。

思
え
ば
、
政
権
交
代
を
め
ぐ
る
昨

年
の
衆
院
議
員
総
選
挙
で
は
、
投
票

率
が
戦
後
最
低
の
数
字
を
記
録
し
た
。

社
会
参
画
の
最
大
の
機
会
で
あ
る
は

ず
の
「
選
挙
」
で
す
ら
、
今
の
日
本
で

は
そ
う
い
う
状
況
な
の
だ
。

そ
ん
な
衆
議
院
選
挙
を
2
週
間
後

に
控
え
た
昨
年
12
月
5
日
。
元
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
監
督
の
岡
田
武
史
氏

や
、
本
誌
で
は
お
馴
染
み
リ
バ
ー
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
伊
勢
谷
友
介
氏
ら

が
参
加
し
て
、「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
2
・

0
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
は
発
足
し
た
。

支
持
す
る
政
党
・
政
策
・
候
補
者

の
垣
根
を
越
え
て
市
民
の
社
会
参
画

を
目
指
す
新
し
い
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
、
つ

ま
り
〝
参
加
型
民
主
主
義
〞
の
実
現
を

目
指
す
社
会
運
動
で
あ
る
。
そ
し
て
、

自
民
党
の
圧
勝
で
終
わ
っ
た
衆
院
選
直

後
の
同
月
24
日
に
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
新
た
な
参
加
型
民
主
主
義
を
考
え
る

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」は
開
催
さ
れ
た
。

参
加
型
民
主
主
義
の
実
現
を
目
指

す
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
・
組
織
・
団
体

の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
代
議
士
や

各
政
党
員
を
招
い
て
意
見
交
換
を
行

う
と
い
う
も
の
で
、
会
場
は
立
ち
見

が
出
る
ほ
ど
の
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、

U
STREA

M

や
ニ
コ
ニ
コ
動
画
な
ど
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
は
3
万
２
０

０
０
人
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
視
聴
。

こ
う
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
も

か
か
わ
ら
ず
大
き
な
注
目
を
集
め
た

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
投
票
率
の
問

題
を
は
じ
め
、
市
民
の
社
会
参
画
に
向

〝
参
加
型
民
主
主
義
〟
を

実
現
す
る
新
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

「自然エネルギーは“参加型”エネルギーだ」
市民参加でつくる新しいエネルギー社会

デモクラシー2.0
イニシアティブとは？

◀◀新たな参加型民主主義を考えるラウンドテーブル登壇者

2012 年12月 5日に多摩大学大学院教授の田坂広志
氏が立ち上げた社会運動。支持する政党や政策の違い
を超え、すべての草の根の人々が新たな社会づくりに参
加する「参加型民主主義」の実現をめざし、民主主義
のさらなる進化と深化をめざすソーシャル・ムーブメント。

デモクラシー 2.0 イニシアティブという社会運動をご存知だろうか。
これは、市民の社会参画を実現すべく動き出したムーブメント。

実は新しいエネルギー社会の形成にも欠かせない動きだ。
このムーブメントとエネルギー問題との意外な接点について考える。
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デモクラシー 2.0 イニシアティブが

目指すパラダイムシフト
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け
た
よ
り
実
践
的
な
議
論
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
安
倍
新
首
相
の
「
ネ
ッ
ト
選
挙
」
発

言
か
ら
飛
躍
し
て
、議
論
は「
市
民
ツ
ー

ル
」
の
話
題
へ
。

「
み
ん
な
の
党
」
松
田
公
太
参
議
院
議

員
の
挙
げ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
民
主
党
」
が
興
味
深
か
っ
た
。

同
党
員
は
間
接
民
主
主
義
的
に
選

ば
れ
る
が
、
彼
ら
の
国
会
に
お
け
る
行

動
は
、
す
べ
て
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
市
民

の
声
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
だ
と
い

う
（
直
接
民
主
主
義
）。
し
か
も
ネ
ッ

ト
の
中
で
意
見
が
統
一
さ
れ
な
い
場
合

に
も
、
例
え
ば
同
等
議
席
が
10
席
あ

り
、
あ
る
議
題
に
対
し
て
ネ
ッ
ト
内
で

の
意
見
が
賛
成
7
、
反
対
3
だ
と
す

る
と
、
そ
の
ま
ま
7
議
席
は
支
持
に
、

3
議
席
は
不
支
持
に
投
じ
る
と
い
っ
た

具
合
。
党
と
し
て
の
公
約
は
持
た
ず
、

議
題
ご
と
に
民
意
を
問
う
革
新
的
な

政
党
で
あ
る
。

「
ク
ラ
ウ
ド
ガ
バ
メ
ン
ト
ラ
ボ
」
の
谷

崎
テ
ト
ラ
氏
も
、
海
外
の
優
れ
た
市
民

ツ
ー
ル
を
挙
げ
た
。

そ
の
一
つ
が
住
民
参
加
型
課
題
共
有

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「SeeC

lickFix

」。

市
民
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

街
の
問
題
を
可
視
化
、
解
決
策
を
共

有
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

例
え
ば
、「
マ
ン
ホ
ー
ル
が
割
れ
て

い
る
」
と
い
う
問
題
を
市
民
が
写
真
で

投
稿
。
す
る
と
、
住
民
同
士
が
ア
プ
リ

内
で
議
論
や
投
票
を
し
て
、
他
の
様
々

な
案
件
と
の
優
先
順
位
を
決
め
る
仕

組
み
だ
。
課
題
解
決
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

を
自
治
体
に
促
す
こ
と
も
可
能
で
、
行

政
へ
の
参
画
が
見
事
に
実
現
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い

が
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
挙
げ
ら
れ
た
海
外

に
お
け
る
市
民
ツ
ー
ル
は
、
ど
れ
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
政
治
・
行
政

に
参
加
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
持
つ
も

の
が
多
い
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
市
民

ツ
ー
ル
を
持
つ
国
ほ
ど
民
主
主
義
は
成

熟
し
て
い
て
、
市
民
の
社
会
参
画
も
実

現
さ
れ
て
い
る
。

冒
頭
で
も
触
れ
た
通
り
、「
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
2
・
0
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
の

目
指
す
「
市
民
の
社
会
参
画
」
は
、
決

し
て
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
形
成

に
無
縁
で
は
な
い
。
例
え
ば
３
・
11
以

降
、
多
く
の
市
民
が
抱
え
る
想
い
を
、

よ
り
現
実
的
に
具
体
化
さ
せ
る
方
法

な
の
だ
か
ら
…
…
。

日
本
が
「
真
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
し
て
行
け
れ
ば
、

自
ず
と
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
」
へ

と
進
化
し
て
い
け
る
に
違
い
な
い
。

ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た

政
治
や
行
政
の
参
加
ツ
ー
ル

「
選
挙
」
だ
け
で
は
な
い

新
た
な
市
民
参
画
の
か
た
ち

www.facebook.com/democracy2
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▶広場型政治　　　　　　

　　　　
　強力な

指導者▶
▶賢明な国民　　　　　　

　　　　
国民の意

志表明▶
▶国民の学びと成長　　　
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　　　現
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